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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sllinshu　University
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなほ少いようである⑭　⑯。そこで著籍は成人と代

　　　　　　　　　　1　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　謝動態の興ると考えら乳るこれらの乳児に嶺教窒の僧

　　　成畏は小児期にみられる最も大きな特微の一つであ　　　用澱の螢白同化ステPイド・糖質ホルモソとしての副

　　る。従つて小児期の物質代謝については従来からも特　　腎皮質ステPtイド及び両看の併用を行つた際につき，

「　に大きな関心がよせられつつある。我々もまた小児期　　　それぞれ出納試験を行つてその影響を検討し，乳児期

　　における諸種の物質代謝につき一一一・msの検喬寸を企て，9　におけるこれらの使用｝磁礎鰍睨を加えようと叛

　　者は窒素代謝を対象として選んだ。察素代謝は成長と　　た。なほ人工栄養の購挺乳児あるいは未熟児に与へる

　　最も蘇の深いもの一つである徽に，懸小JLt，　M　べき舶鮮ついて・汰既も識⑰一鯨多・あゐの

　　中乳児を対象としては月令，栄養方法，体重，摂取熱　　　に鑑み，上記のうち蟹白同化ステロイド投与時にっい

　　墨などの諸見地より既に多数の報告がみられる。これ　　　ては，比較的低蛋肉乳を与えた場合と比較的高蛋白乳

　　を著春が用いた研究方法，即ち聯蝋験に限つてみて　を械た場合1こついても検討を行ったが・乳児にこの

　　もその数は決して少くない①一⑬。しかしながらこれ　　　ような検討な行つた報告は未だ見られないように思

　　らの報告をみると，例えば人エ栄養児の薔積率にっい　　　う。以下成績を述べる。

　　ても20％台から50％以上までと，その成績には陵述す

　　るよう醐当の齢みら摘．・のような靴来源　　　II研究対象及び縦方法

　　因は種々考えられるが出納試験という研究力法，その　　　　　1）研究対象

　　手技に由来する所も大きいであろう。そこで著者は簡　　　（i）健康乳児：対象とした乳児は生ユ後ケ月より

　　単な予備実験を行つた後，まず当科に収容した健廠乳　　　5ケ月の健康な満期出塵の男児8例である。健康乳児

　　児について検索を行つて，著者自身の乳児についての　　　とは健康診断の目的で来院し特記すべき異常を灘めな

　　正常値を求めると共に，これを以降の研究の対照とも　　　かつた者を主とし・急性疾患の治癒後相当期閻経過し

、　　した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正常と思われた者を含めた・嵐納試験を行つた時の体

　　　近来，蛋白同1ヒステPtイドあるいは副腎皮質ステロ　　電は2δ90～7870チであつた。出納試験はそれぞれ連続

　　イドなどのステロイドホルモソは臨床に広く応用さ　　　3日間行いその平均徳を求めた。これらの醸緻は体窺

　　れ，小児科領域における報告も枚挙’こいとまない。こ　　　1吻宛の出納成績を中心として検討した。栄養法は全

　　れらのホルモンが窒素代謝に大きな影響を及ぼすこと　　例人工栄養で，食餌は主として糖を3～8％に添加し

　　も周知である。しかし乳児にこれを投与し，その窒素　　　た調製粉乳（12％）を用い，1都に牛酪乳r12％アb

　　代謝に及ぼす影響を繊継成績から詳細着こ追究した成績　　　ロゾソ）i又は牛乳（2／s乳）を用いた。哺乳鐙は調乳
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時に正確に測定したものに従い，残乳や吐乳のあった　　　タミソ剤は1部の疾病治療中のものを除き投与を中止

場禽は除外した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。尿及び糞便は，24時間毎に3日間持統的に採取

　（ii）蛋白同化ステraイド（以下AS）使用乳児；　　　した。尿は陰茎と々まぼ同径大のビ晶一ル管をはめてこ

対象とした乳児は生後1ケ月より3ケ月の男児10例　　　れを絆創樹で闘定し，ビ＝一・ル管の先端をToluene

で，生下時体重は1800～2700チである。当科に入院後　　　を加えた床上の蓄尿ビンに固定した。測建をこ際しては

2〃6週経過を観察して特記すべき疾患を除外し，隔　　　その比重に応じ5～20倍に稀釈し，その5紹について

日の体璽測窟により体重がほぼ一・定の状態で増加しつ　　　窯索量な測定した。糞画象予め蒸溜水にてよく洗瀞し

っある時（2G，0卍45，0〃日）をまって出納試験を行　　　たガーゼを数枚煎ねたものを，おむつとして使用し蕾

つた。この時の体重は21360～4，709であつた。第1回　　　付き橘に集めた後，1日分を蒸発．［阻内に充分洗い出し

の出納試験後，ASを投与し3N7日の間に第2圓の　　　これを温浴上で蒸発軌圓させて粉末状となしたものの

出納試験を行つた。ASは19－Nor－Androstenolone　　　1部癒測定した。

Phenylpropionate（以1マ19－・NAPP）により，51解　　　　次に述べる『r・備爽験に基き，測宛は検体採取後1ヶ

を1回，勝筋内に注躬した。これらの乳児に与えた食　　　月以内に行つた。この間封ミは”rolttene数マ1萄を加えて

餌は糖を4～8％に添加した牛酪乳（11・vi20／6アトロ　　　氷豊内に保移し，鑓便は可及的速かに、蒸発乾周した後

ゾン）叉は調製粉乳（12～13％）癒暴本とした。乳汁　　　デシケーターに保存した。推計学的処理は，危険率

中の蛋白蛾はヵ・ビイン製剤（1N2．70／oガラクトサン　　　5％とした。

の添加によつて調節し，かくして摂取蛋1皇1盤が2．5～

35〃嗣日に調節した群5名（以下比較梛照［鱗）　　　　　III予1醸験

と同じく5・1～6・59／feg／日に調節した群5名（以下比　　　　測楚成継に影響を及ぼすと労えられる諸要凶のう

較的高蚤白群）の2群に分けた。なほ本試験施行中樽　　　ち，次の2漁について予め検射した。

乳児の乳汁機取量は乳児の食恩の如何に関せず終始砥　　　　　1）同一検体を岡時に繰返して測定した

ぼ一定となるよう留意した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合の測定値の変動

　（iii）剛得皮質ステロイド（以下CS）使用乳児：　　　　6例の小児の材料につき同・一検体を同一条件で3圓

対象とした乳児は生後1ケ月より4ケ月の男児8例　　　測驚した場合の測定億の変動は畿ユに示した。即ち最

で，乳児肝炎（6例）及び閉塞悦黄療（2例）として　　　商簾と最低値の蓬は尿の場含・各々8π膠／d6，岡じく

当科に入院中のものである。第1園の出納試験を行っ　　　217解／d6，10mg／46，15㎎／認，13nv1／de．15㎎〃6であ

た時の体電は2740・vL85Q　9Jであつた。第1回の幽納試　　　り，最高士K｝，5m㎎／deの変動があつた。糞便の場脅は

験後，CSを投与し3－7日後に第2回の出紬試験を　　　各々2mp／9，同じく3mp／　e，2n解／Y，27解〃，4㎎／チ・

行つた。使用したCSは大部分がDexamet1ユasone

（以下De幻，1部はBetamethas。エユe（以下Bet）　　　　表1同一検体を同時に繰返し測定した場含の

であり，何れも緬：1的に投与した。使用蜘よ初團鍛　　　　　　測短布直の変動

2．　0～3．010pより該疾患の病状に応じて漸減し10～22β

に総量17．5～25．o㎎で中1L：した。これらの乳児に与え　　　｝

た食餌は主に糖を2～8％に添加した調製粉乳〔12～　　　　　　i

15％）　セこよつたo

移　　　　1N・．・1

…）A・・CS禰・児・上言・（・・i）・項で述べた　尿1

就8例t：1．’　3例にCS使」’目中にAS鮒肌附の1・Ll　mp／de　i

納試験を行つた。ASは19－－NAPP　5昭1圓筋注によ

り，併用時期はCS使用開始より8　・vl．3日国でAS併

用までセこ使用していたCSはDex又はBetとして
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1mp／9であり，最高±2nv／9の変動があつた。　　　　　は採取後1ケ月以内に行い，この間の検体の保存は尿

　　　2）　検体を保存した場合の測足値の変動　　　　　　の場合は氷室内とし，焚便は鞄固後デシケータ開（整

　6例の小児の材料につき，検体採取時に測黛を行つ　　　温）内とした。

た。又尿の1部を室温及び｝1哩に保存し，糞便につい

て1・k乾固後その1部を室湿のデシケ・一タptの内外にそ　　　　　　　　　　IV　測定成績

れそれ保存し，各々1週後，1ケ月後に測定し，保存　　　　（i）　健康乳児：健康乳児8例の食餌，尿，賞便に

による影響を検剖’した。結果は表2に示す如く，尿の　　　つき計72検体の窒紫量を測定した。各対錬別の粟測

採取時の平均値は358㎎／de，室温に保存した場合には　　　値，体重1吻宛の換算値は褒3中に示した如くなつ

1週後349㎎／認，1ケ月後290㎎／d6であつた。氷寵に　　　た。なほ摂取蛋白鎧を求めると1同9・　5　9・　N22　．8チ，

保存した場合にはユ週後352解／de，1ケ月後332㎎／詔　　体重1》宛には2。49～4．3チの間にあつた。棄却限界

であった。次に同様にして糞便の採取時の平均値は　　　（危険率5％）を正常範囲とみなした際の鑓1鰍1継の圧

557解／g（乾燥粉末の慮戴），室温1にそのまま保存した　　　常範閉は次の如くなった。即ち実測値については摂｝取

楊合には1週後S〈tn4／　st，1ケ月後51㎎〃であつた。　　　量：2514　t，1648Up／目，尿中排泄徽：1．290±93810p／日，

室温のデシケーター内に保存した場合には1週俵55　　糞便中排泄鍛：221土96解／日，総排泄鑑115U士846

mP／9，1ケ月後57mPI　Sであつた。以上より尿を氷整　　　η厨日，蓄積量：　1003±867vij／lヨ，薪横蹴：39．8；ic　18．9

に保存した場合には．その平均値は1週後も1ケ月後　　　％であつた。体震晒炉宛換算値については，蟹取鰍言

も採取時との間に保存による藷差はみられなかつた。　　　539土281㎎／ieg／日，尿中排泄量：272出100御／》／日，

又室温に保存した場合には，1ケ月の値が採取時及び　　　鑓便中排泄量：49士31昭／le炉／　1ヨ，総排泄盤：321士106

1週後の値に比し低値を示した。ただし推計学酌には　　　7㎎／hg／日，蓄積揚：：2ユ8士ユ73解／》／日であつた（図

採取時との間に有意の差を認めなかつた。糞便の保存　　　コ）。

による測定傭の変動は尿の場合に比べて，さらに僅か　　　　（ii）AS使用乳児：対象乳児10例の食餌，尿，焚

であったが，やはり室内にそのまま保存するよりデシ　　　便につき計ユ80検体の窺素髄を測定した。各対練別の

ヶ一ターに保存する方がよりよいように思われた。以　　　爽測値，体重ユ勿宛換算徳は炎4，5中に示した。後

上の予備実験に塾き，以下の試験における検体の測定　　　春｝こついて図示すれば図2，3に示す如くなつた。図

衷2　　　　　　検体を保存した場食の測定側の変動
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表3　　　　　 健康乳児の窒素出納
　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎎／日及び解／kg／日）

癒 月 体 摂取N墨 排 泄 N 最 蓄積N量 蓄

N 当 尿 当 糞 当 総 当 N 当

卸N
ﾌ重

N
舛尿
ﾌ重N

便N
彫糞
?ﾖ　N

排泄N 勾総

ﾌ排
A泄　N

糎N
ﾌ璽 積 食　　　餌

例 令 窺 量 最 盤 鍛 鐙 ，鐙 墨： 鐙 盤 燈 貌　）

No．1 1 289G 1432 497 815 283 167 58 982 346 450 】57 31．5 12％BM＋8％S
No。2 2 3195 1986 621 934 292 161 50 ユ095 343 891 280 45．0 12％PM＋4％S
No．3 2 3280 1997 609 1107 337 213 65 1320 402 678 207 33．9 12％PM＋3％S
No．4 2 4050 2666 658 1241 306 234 58 1475 346 u91 294 44．7 12％PM＋4％S．

No。5 2 4635 2883 622 1304 27：L 259 54 1563 325 工320 297【 47．8 12％PM＋4％S
No．6 3 7740 346ユ 447 1764 228 234 30 ユ998 258 1463 189 42．3 12％PM＋3％S
No．7 4 5640 269】 4η 1257 223 235 42 1493 265 1198 212 44．5 ％CM＋4％S
No．8 5 787‘［ 2990 380 1898 241 261 33 2159 275 831 106 27．8 ％CM＋4％S

平 均 値
2514i

539 129・1 2721 221【 4gl剛 321
110031

218「，噛 39．・8

標準偏差
657［ 112 3741 ・・1 38i ・21 337i

51
346i 69 7．5 PM覇製粉乳

lB：牛酪乳

儒頼限界
2景149［539

士94
1饗211272。33｝22’

。霊
32｝4馴1511。28，ド21士、2聖18、 1218　士58 39．8

m6．3 CM：牛乳

藁却限界
饗il、8【5望，8、 1禦13813望、。。122エ

士

961・・…陛146i3里1。9 1撃167t2繋、，3 39．8
m18。9

S；糖

500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

100 @　　　　華　　　　　　　　10

叢畢纂馨籍籍
量鍍　霧肇　量卑
　　　量　　7世
　　　　　　　量

中に示した平均値，棄却限界は上述（i）においてえ　　　平均値は使用前471㎎／脇使用後484㎎／kgであった。

た健康乳児の値である（以下各図同じ）。　　　　　　　　排泄盤はAS使用後全例減少し1日宛平均値では使用

　　a）比較的低蛋白群（摂取蛋白燈2・5～3・SY／kg　　前27蜘／leg，使用後222㎎／legとなり，この減少は尿中

　　　　／臼）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排泄撒の減少によるところが多かつた。郎ちその平均

　摂取最はAS使用前後において全例大差なく1日宛　　　値は使用前の234㎎／kgから使用俵の197111g／feyと減じ
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表4　　　　　蛋白同化ステロイド使用前後の籔素出納
　　　　　　　　　　（mp／日及び㎎／ley／日）
　　　　　一摂取蛋白量2．5～3．5g／ltチの乳児についての成績一一

使

用

前

使

用

後

症

例

No．1

No．2

No。3

No．4

No．5

月

令

1

1

1

1

2

体

重

2360

2511

3050

3860

38δ8

平均値
No．1

No．2

No．3

No．4

No．5

1

1

1

1

2

2668

2949

3336

4170

4089

平均値

摂取N量

N

量

惣N
体
颪

Lli：

11193　505

ユ106　440

1520　498

ユ436372

2048　530

1460147唱

．1．373i　515

1447　491

工633．

　49019551469

18981464

・　1

16611　4S4

排泄N鑑
尿

N

鍛

当

御尿
体

重N

鮭

糞

便

N
盤

謬糞

釜便

銀

b2U　263　　92　　39

533　212　　88　　36

709　232　111　　36

817　212　167　　43

978　253　工28　　34

総

排

泄

N
斌

712

621

820

983

1106

731i　2341　1171401　848

587　220　　77

482　182　101

727　218　103

728　17S　156

786　192　　71

29

34

31

37

17

25

664

583

830

884

857

当

彫総
体排

N
量

302

248

268

255

287

1　274

662i画101

249

216

249

212

209

763i222

蓄積Ni昌二

N

：1’f｛’：

48，1

485

7〔｝0

452

942

612

Jeg　N

体
重

ユ馳

203

192

230

117

243

197

709　266

864293

8」3　241

107125？

［041　255

898 262

鞍

積

率弗

）

食　　　 餌

40．3　12％PM十4％S

l43，8　ユ2％BM十8％S

46，1　12％PM十4％S

31．5　ユ2％PM十4％S

4〔5．0　　12％BM十8¢多S

41、9

51．4　ユ29・多PM＋4¢6　S

59。7　12％MB十8％S
49．2　ユ2％PM十・1・％S

54・8　12％PM十”・1・　96　S

54．9　12％BM十8％S

541

PM：調製粉乳　BM；牛酪乳　S言糖

表5　　　　　蛋由同化ステロイド使用前後の窯素出納
　　　　　　　　　　（7解／口及び耀／惣／日）
　　　　　一撰取蛋白：蹴5．1～6．59／1解の乳児についての戚績一

使

用

症

例

前・

No．1

No．2

No．3

No．4

No．5

月 体

　1

令陣

儲
、13。9。

23166
313767
1

平均値

使

用

後

1　N。．1

No．2

No．3

No．4

No．5

1

1

1

2

3

3256

3199

333〔1

3337

3850

平均値

摂取N蹴
胃　’騨

Nl当
　llegN
　i体・

　隠
　！

制競　1
　　2ユ48870，1，81　1，8

2395775

2678・846
細・81

2655

排泄：N量
尿

N

超：

当糞1当
leg　FR　1砂糞

鷹・購

盤糧：1箆

1’38i　462i　288

1・8gi

罐
11181

482　175　　7i

4］2　255　　84

474　192　　62

・76
奄Q8・89

　　　76」　l　l

総当
排kg総
泄体排

N

t364

150ti

1658

1789

2026

　　18501430　461
　｛　　　1

238レ7／668

N

533

496

536

565

538

538

蓄積N鰯：

N

鍛

784

854

738

8YO

i669

当
ieg　N

体

2933

2635

2840

2585

3758

901

824

848

768

974

1400

LLi　OY

1482

1247

1T22

431

37コ

443

37」

L）1ti

363

215

190

t；6

113

64

5｛1

51」

t67ユ

且572

繍．

317

282

239

281

443

‘9・・1315

，ig．　；1

　i492
169850T

l－13？　421

1925499

13↓7　4し）4

1063　332

11，423玉1

1148341

蕗

確露

）

35，5

362
30．8

33．　L）

45．2

37．1

　i2950860

　ミ
446i　L）04

I　l　l　‘　1　1
t4121　4141　2381671165・1　4S，

44．9

40．3

40．2

44．4

1833　475　488
　1
13〔〕0　・379　44．1

食　　　 餌

11％BM＋7％S十2．5％Ca

12％BM十6％S十2％Ca
12％BM十6％S十・2％Ca

12％BM＋6％S・卜2％Ca

13％Pr＋1％Ca

U％BM一ト7％S＋2．7％Ca

12％BM十6％S＋2％Ca

12％BM十6％S十2％Ca

12％BM十6％S十2％Ca
13％Pr＋1％C乱

BM：牛酪乳　　Pr：半脱脂調製粉乳　　Ca：カゼイン製剤　　S；糖
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図2蛋白同化ステロイド使用前後の窒素出納
　　　　　　　（mp／勿／日）
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　　　　　　　　乳児にっいての成績一
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　　　　図3蛋白同化ステロイド使用前後の

o　°　　　　盛索出納
。　°　　　　　　（mp／kg／日）

°；　一摂取蛋蝿5、1－6．59／legの

8°　　　乳児についての成脚

　　　　　　　露

e「∴“§°’
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50　°使用後

40
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lO

婁1醗藝峯

た。蓄積率は全例増加し平均値では使用前の41．9％か　　　　摂取鐙はAS使用前後において全例大差なく1日宛

ら使用後は54．1％となり，この増加は有意であつた。　　　平均値は便用前850ηp／kg，使用後860昭／々9であつた。

なほ以上の成績を前述した健康乳児の成績と対比する　　排泄貴はAS使用後全例減少し，1日宛平均値は538

と図2から明らかなように，使用後における蓄積率は　　　㎎／kpから481nv／kyとなり，この減少は尿中排泄蚤の

大多数あ例が正常範囲の上界にあり，ユ例では僅かな　　　減少によるところが多かつた。即ち，その平均値は使

がらこれを上廻つた。　　　　　　　　　　　　　　　用前の461㎎／kgから使用後の414mp／々9に減じていた。

　　b）比較的高蛋白群（摂取蛋白貴5・1N6．59／吻　　　蓄積鍛は程度の差iはあつたが，使用後において全例増

　　　　／目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加し，平均値は315㎎／kgから379㎎／kgとなつた。蓄積
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　　　表6、　　　　劃腎皮質ステPイド使用前後の壁素出納
　　　　　　　　　　　　　　　　（㎎／日及び「㎎／吻／日）

摂取N量 排泄　N　盤 蓄積N盤症例 月令 体璽

N量
当＠N体電　盤 尿N量 当砂尿体重N量 糞便N盤 謬嚢釜便　墨 総排泄N澱 当惣総体排璽泄　N　量

N餓
当留N体重　黛

蓄積槻　）

食　　　　　無

使用・前

No．1

mo．2

mo。3

mo。4

mo、5

mo．6

m（L7

mo。8

2740

R023

SQ65

S240

S445

S545

S840

U850

1806

P755

Q560

Q992

Q899

R272

P278

R124

659

T81

U30

V06

U52

V20

Q64

S56

1285

P123

P092

P571

P466

P872

X63

P674

469308

R71　136

Q69178
R71200

R30ユ61

S12165

?X9　133

Q44174

112

S6

S4

S7

R6

R6

Q7

Q6

1593

P259

P270

P771

?U27

Q037

P095

P848

581

S17

R13

S18

R66

S48

Q26

Q70

213

S96

P290

P221

P272

P235

P83

P276

78

P64

R17

Q88

Q86

Q72

R8

P86

U．8

Q8．3

T0．4

S0．8

S3．9

R7．7

P4．3

S0．8

工2％PM＋5％S

P2％PM＋5％S

P2％BM＋8％S
?Q％PM・ト6％S十1％M

Qエ％PM＋2％S

P2％PM＋5％S

H2％PM＋3％S

P2％PM＋4％S

平均　値
2465i580　　　　　　　「【P3861・2811851441・71【372 8941208

36．2

N（Ll

mo。2

mo．3

mo．4

mo．5

mo．6

mα7

mo。8

2820

Q920

R940

S4↓5

S566

S730

S958

V86君

1701

P952

Q670

R606

R975

S260

P608

T494

603

U68

U78

W正7

W7ユ

X01

R24

U99

1473

P954

Q163

Q659

R302

Q828

P459

R305

522

U69

T49

U02

V23

T98

Q94

S20

189

Q69

Q37

P61

Q52

R04

Q06

Q43

67

X2

U0

R7

T6

U5

S2

R1

1662

Q222

Q40〔｝

Q820

R554

R132

k665

R548

589

V61

U09

U39

V79

U63

R36

S51

　39

|27ユ

Q70

V86

S20

P128

|57

P964

ユ4

|93

U9

P78

X2

Q38

S1
Q48

　2．3

黹?R，9

P0．1

QL8
P0．6

Q6．5

|3．5

R5．4

エ5％SPM＋4％S

P2％PM＋5％S

P2％PM＋5％S
?Q％PM十6％S十エ％M

P2％PM＋5％S

P2％PM＋3％S

P2％PM＋5％S

?Q％PM＋4％M
勒値315869昌，23931・2gl　232　Stl26251　SSOI　S331　“s　16・・9

　　PM：調製粉乳　BM：牛酪乳　SPM：特殊調製粉乳　S：糖　M：穀粉
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図4副腎皮質ステPイド使用前後の
　　鰹素繊納　（，解／leg／　Bl）
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表　7　　　　副腎皮質ステPイド蛋白同化ステロイド併用前後の窒素出納

　　　　　　　　　　　　　　　（㎎／日及び㎎／Jeg／目）

月令 体箆

使　用　前

摂i取N燈

N当
　た9N
　体
　重

量　量

排　泄　N　盤

当吻尿体量N星 糞便N量 海糞無量 総排泄N量 当＠総体排重泄N量

蓄積N鍛　蓄

N当
　吻N
　体
　重

量　　盤

No．1　　130231755581工123371136　461259417496164

No，2　　2444528996521466330161　3612673661272286

No．3　248401278264963199ユ33　271095226183　38

積　　食　　　　餌

率露

　）

28．312％PM十5％S
43，912％PM・卜2％S

14．312％PM十3％S

副腎皮質N・・t1292019526681954669269922222761・・271－93－13・912％PM＋5％S
　　　　　　No．2　2456639758713302723252　563554779420　92　ユ0，612％PM十2％S
ステロイド
　　　　　　No．3　　2495816083241459294206　42　t665336－57－11　－3，512％PM十3％S
副1督皮質ステロイド　　　　十蛋白同化ステロイド

No．1

mo，2

mo．3

222

2987

S920

T300

2053

R737

k775

687

V60

R35

L138

Q569

P230

381

T22

Q32

ユ21

Q28

P49

40

S7

Q8

1259

Q796

P379

421

T69

Q60

794

X40

R96

266

H91

V5

38．7

Q5．2

Q2．3

ユ2％PM＋5％S

P2％PM＋2％S
?Q％PM＋3％S

　　　　　　No．1　234502285662981284135　3911ユ6323　U69339　5工．212％PM十5％S

使　用　後　No。2　2516024694781092212135　251228237124124150。3コ2％PM十2％S
　　　　　　No、3　　253801768329916×70　U8　231034　193734136　41．5　i2％PM十3％S

PM：調製粉乳　　s：糖

600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　0」受用跨lI

sOO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫0　轟副勲獅曜爾

100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　0　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　一閣一　　　　　〇

－1・・’ p　犀　養　難　　　　’－1・　　馳

　　　　量「糠崔擁

率は同様にして全例増加し．平均値は使欄前の37・1％　　　1臨総（尿N排泄鍮ま使用前後を間はず大多数の例が

から使用後は441％となつた。しかしながらこの増加　　　正常範囲を上廻つており，蓄積率はその平均値に近い

は有意ではなかつた。なほ以上の成績を前述した健康　　　値を示した。

乳児の成績と対比すると図3から明らかなように摂取　　　　（iii）cs使用乳児：対象乳児8例の食餌，尿，党
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便につき計144検体の窒素量を測定した。昏対象別の　　によつて相当の差を認めたのに鑑み著者はまず当科の

実測値，体重1砂宛の換算値は表6中に示した。これ　　　対象にっき著者自身の正常値を求めることから本研究

を図示すれば図4に示す如くなつた。なほ本群におい　　を開始した。これに先立ち予備爽験として幽納成績に

て乳汁は各乳児の欲するままに与えたが、かくした時　　　影響を及ぼす可能性のある2点について検討した。同

窒素摂取世は各個体において比較的広い変鋤範囲を示　　　一検体を同時に繰返して測定した・揚合の測定値は尿の

した。しかしCS使用前後を比較すると使用前264・N　　　場合士±10．51ap／de以内であり，糞便（乾燥粉末）の

720π廓忽（平均580㎎／leg），使用後324～901昭／feg（平　　　場禽士2㎎〃以内であつた。保存の影響については，

均6987解／kp，となつて1例を除き7例が使用後におい　　　検体の中1尿を氷室と窺瀧に保存（ゴム栓）した鋤倉

て増加した。同様にして排泄」籔にも個体差を認めた　　　1週後，1ケ月後共に採取時との間に有意差を翻めな

が，CS使用後全例増加し，平均値は使用前372㎎／吻，　　かつたが蜜温保存の場合は1ケ月後には採取時に比し

使用後58010p／彫となつた。この増加は尿中排泄鑑の増　　　て可成りの低櫨を示した。その主な理由は分解幽物を

加によるところが多かつた。即ちその値は使用前の　　　禽めたアソモnアその他揮発成分による消央であろ

328解／吻から使用後の529㎎／fegと増加していた。蓄積　　　う。畿便を室灘のデシケー・－nyタ…の内，外に保孫（硫酸

量は全例使用後において減少し，平均億は208㎎／kgか　　　紙にて封）した場禽は保存によ為箆異は僅かであつた

ら11810P／惚となつた。葡積率は同様にして全例減少し　　　がデシケーター保存の方がよいように思われた。これ

平均値は使胴前の36・2％から使用後は16・9％となつ　　　ら成績に蟄き以下各実験における検体の測建と保存に

た。なほ以上の成績を前述した健康乳児の成継と対比　　　測定方法の項に述べたように行つた。

すると図4から明らかなように使用後における総（尿）　　　健康乳児につき著潜が検討したのは八工栄養の乳児

排泄量，蓄横量，蓄穣率は大多数の例において正常範　　　についてであるが，これを手腎Rこある同じく人工栄婆

囲を逸脱した低値をとりユ部の例は負のtB納を示し　　　乳児についての先人の成緻と比較するとee　8のように

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる。衷中に示したよ5にこれらの対顛は月令も一定

　（iv）　CS，　AS併用乳児：対象乳児3例の食餌，　　　でなく叉同じく人工栄養といつても昏義緊の配分，熱

尿，糞便につき計加8検体の窒素騰を測定した。各対　　　澱など種々の点で藻がある上に出納試験という研究方

象別の実測値，体重1熔宛換算値は畿7、図5に示す　　法嵐体の持つ方法論的な問題が伴つてきているので各

如くなつた。即ち先に述べた如く摂取蹴は264～652　　成緻の間には相当大ぎな難が認められるが，薯渚の対

解／kgだつたものが324～871㎎／lcpmc　C　S使絹後増加　　　象とした乳児は1日2・4・～4・，32／1egの螢白を摂取し窒

し，蓄積魔は38～2867呼／kgだつたものが一93～92解／kg　　素出納につきえた値は概してこれら諸象の成繊のほぼ

に著しく減少していた。ここでASを使用したところ　　　中間の値を示したと考えられる。なほ著者の威緻を体

摂取鑑は335・－v760nop／fegとほぼ不変であつたが，尿中　　　褒面積1糀2宛に換算すると，その結果は表9のよう

排泄量は232～522彫／々gと全例著明に減少し，その結　　　になつた。

果蓄臓率も一ユ3・　9～IO・6％から22・3　一・38・　7％と明らか　　　　さて、小児の成長と不可分の関係にある蛋白利珊度

に上昇した。更に両剤中止後9～13日目の出納成績で　　　の評価方法についてみると古くはOsborneの記戦し

は1例に摂取童の明らかな減少はあつたが他の2例は　　　た体璽増加最と擬取蛋白鍛から個体の螢白利用度，即

ほぼ不変で，蓄積燈と率は3例とも増加して，それぞ　　ち蛋白効率（Protein　Efficiency　Ratio）としてみる

れ136～339曜／勿と41・5～51・2％となつた。なほ以上　　　方法があつた。しかしながらAlbanase⑳は食餌中の

の成績を前述した健康乳児の成績と対比すると図5か　　　窒素としては蛋肉質以外にも多くのアミノ酸の含翁

ら明らかなように蛋白同化ステロイドの併用後蓄積率　　　されている点から蚤白効躍を論ずるよりも窒素効躍

その他P正常範囲への復帰が覗はれた。　　　　　　　　（Nitrogen　Efficiency　Ratio）としてみるべきであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると述べた。又J。hnston⑧，　Wallace⑳は，この考

　　　　　　V　総括並びに考按　　　　　　　　　　　え方をさらに発展させて蓄積された窒素鰍との関係に

　小児の成長にとつて螢白質は不可欠の養素である。　　　ついてみている。

従つて小児殊に乳児の蛋白質乃至窒素代謝に関する研　　　そこで著渚のえた成績につき健康乳児の体電増加盤

究は従来から内外に数多くみらμる・著者が蹴方法　と窒素の摂取諏び響1盤と艘馳翻してみると

として選んだ出納試験についてみても内外に多くの発　　　次の如くなつた（表10）。即ち1日平均体童増纐鑑は

表①一⑬莇るが・御述べ繍1くそ峨績麟瀦　ユ7．5－37．59（平均239士9．89）であつた。撒霊
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表　　8　　　　　　　　　　　　　　　　文献　セこ　み　ら　れ　た　窒　素　出　添内　成　績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表年次順）

報　告　者 月　　令 摂　　取　　墨 蓄　積　壁 蓄　積　率　　　　（％） 備　　　　　考

Jeans① ・一・・劃52・一・68噛・・2－・・9噛1…一・3・9％ 9例　エバミルク

小野嘉三三② ・一・・月1　896噛1　293卿・列　・…％ 1・例

Steams⑭ ～55週　　　　3000～45007η撃／日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　酌一「一c吻／日1§22・・－33・・％i図表より引用

斉藤文雄④
・一・月1・2・4－・796噛i65・一・249噛1§54・・－73・・％【・例離乳食（つぶ醐

Barness⑮ ・2－45日1・22。一・3劒／日162・－64吻／日148・・一・…26 陣牛乳

武田啓志⑥ 1四4月

【　　＊

UU士89㎎／吻 282士87㎎／ん9 43．4土9。6％
15例　調製粉乳及び牛乳＊漂準儲董

浜本英次⑦ ・一・月｝　576・・／・・1　299剛・・1　43・7％125例徽粉乳

Johns七〇a⑧ ～60日 430剛吻
U98π呼／吻

“25溜／》

R47㎎／た9

58．4％

S9．7％

畑の力叫一％　8％　7例
Ni白のカロリ・一％　　：L9％　　　9例

Foman⑨ 8～・ユ50日

713～111吻／》

W22～973剛＠
X72～108吻／》

エ58～408吻ゐチ

G77～267吻た9

?U3～277剛陀チ

22。0揮37．0％

Q2・0紺27。Q％

P9．O～26，0％

25例　01ac

Qユ例　晶パミルク

Q7例　牛乳

吉田　　亮⑩ ～12月 559士827呼／》 175士ユ0吻／吻 30．04士18．03％
7　例　　　ユ」ノミ　ミ　ノレク彦甚…養を

@　主体とした期間

今村栄一⑪ 1～6月
472～709卿》

T30～86吻／僻

139～298剛砂
P25～286御／々9

29．4～46．7％

Q3．5～36．7％

8例　特殊調製粉乳調製

@　粉
Foman⑫ ・一・2・日132・一・・7噛【・48－・98噛1§46・・一・…％1・4例A・…1aved　M・1・

高津忠夫 33～98日
§54・剛》

238㎎／海9 44．0％ 4例　調製粉乳及び特殊

@　醐製粉乳

§薯者の推計による概数

表9　　　　　 健康乳児の窒索出納
　　　　　　　　　　　　　　　（mp．体褒面積ユm21日宛）

平　均　値

「標準偏差
信頼限界
棄却限界

摂取童　尿中排泄蚤糞便中排泄量総排泄貴　蓄積盤　蓄積率
（％）

9642 4930 871 5801 384歪 39．8

1219 548 169 644 ユ0工6 7．5

9642士1018 4930士459 871士141 5801±555 3841士848
　　　　　験
R9。8士6．3

9642±3058 4930士ユ378 871士425 5801士1667 3841±25“8 39，8士18，9

素燈19に対する体重増加星eX　5・1・v18・99（平均10・7　　蚤が総熱愚の8％，13％の場合），（著商の例でこの値

±4．79）であつた。さらに蓄積窒棄最19に対する　　　を求めると10～ユ2％となる）のうち後港に近く位し，

体重増加量はユ2・　0・一“44・　2　ff（平均26．4±11．79）であ　　　あるいはWal！aceが述べた体璽1009増加に伴う窒

った。変動範囲は何れの場合も相当大きかつたが上述　　　素蓄積鍛は5．39であると述べた所とほぼ一致した。

したうち例えば蓄積窒素螢（9），宛体重増加置（9）　　　ASの豊素代謝に及ぼす影響の機序については従来

についてみると著者のえた平均値はJohnstonが述　　　から櫨々論ぜられ，異化の抑制，同化の促進の何れも

べた成績．即ち459と249（それぞれ蛋白質の出す熱　　　考えられているが⑳，坐体における窒素蓄積を改善す
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表10健康乳児の体重増加量と窒素の摂取量及び　　　るが，黙積率の推移についてみると比較的低蟹肉食餌

　　　蓄積壁とめ関係　　　　　　　　　　　　　　　ではAS使用前の41。9％から使用後は54，1％となり，

No，1．

No．2
No．3

No．4

No，5
No．　6

No．7

No．8

平均値
標準偏差

僑頼限界

棄却限界

体厩噌加漁　（炉）

日

　　　20．0

　　　37．5

　　　27．5

　　　］．7．5

　　　34．0

　　　20．5

　　　21．5

　　　18，5

　　　23．9

　　　9。8

23、9ゴ：8．2

23」9：』24．5

体1政増加ま砥　（ff）

摂取釜粟澱　（チ）

13。9

18．9

13，8

5．1，

11．8

7．7

8．0

6．2

　　　10，7

　　　4．7

10．7士3．9

10畳7士11、9

楓増撒（の　　　この増加は推計学的にも有意であつたのに反し比較的

警幣職’の　　　高蛋白食餌では使用前37，1％，使用後44。1％で有意の

44・2　　　増加ではなく叉使用後におけ為値も比較的低蛋白食餌

42・1 @　　のそれに比べ依然として低値を示した。従来の文献に
29・5 @っきAS澱与時蘭け翻モ職韻と鰍凱の関
12，0
　　　　　係をみるとOmanS⑭，　Fomon⑨その他の成緻があ
25，8

17．2　る・儲は8・09吻以・ヒの蟹肉を乳児に械ても蛋白

17。9　　効率の改善は低いと述べ・後嚢は6・09／吻以上を越え

22．3　　　た量を与えてもそれ以上の藩穣は期待鳩来ないと述べ

…－ Q6、4　ている・縮峨織は本物蜘ごよる蝋代Uttの改鰍
　　　11，7　　　は非使用の乳児について従来報告されて来たと岡じく

26、4　．L　9．8　　　限度のあることを実際に・乳児について爽註IEしたもので

26．4，th　29．3・　　あり，乳児，未熟児に本物質を使用する場合，その効

　　　　　　　　率は摂取螢白鍬によつて左商され摂取鰍が多盤に週iぎ

るため，最近の小児科領城でも広く用いられている。　　　ても効果は少いことを示すものと考えられる。

従来の文献につき，本物質を使用した際の窯索出納を　　　澱遮広く1ヨ常の臨旅に使用されているCSは蛋由

みると成人，動物に関しては相当多いが乳児について　　代謝に関しても生体に火きな影響を及ぼす。本剤の異

詳細にみたものは，なほ比較的少いようである⑭一　　化又は同化の抑制f乍用が知何なる機舩によるものか

⑯。その効果を期待するためにはある程度以上のi置白　　は未だ明確な結論に逓していないが，蛋肉の崩壊促造

摂取盤は必要とされ本邦においても吉田⑳，三宅⑳は　　　が霊であるとする報告⑳とともに最近では蛋白合成阻

実験的見地又は臨床的見地からこれを述べている。　　轡が主であるとする報告⑭騨⑭も多いようである。

Shock⑳は老人勇子に高張白食α06〃日）と低彊白　　　Levine⑳は米熟児にACTHを投与し食慾の尤遊を

食（S2　Y／日）を与えAndrostanoloneを使用した結　　　認めている。彼はCSによる影響はACTHに比して

果過剰蛋白摂取によりすでに窒素出納が正の状態にあ　　僅かであつたとしたが著者の場含は工例を除き，他は

る時にも蓄積は更セヒ上昇すること，並びにその効果は　　　何れも本剤使用後食慾の冗進を総め摂取量の増加が饅

上記2群の間では高蛋白食の方に高いことをみてい　　立つた。箸渚はACTHに就ては検討してないが使用

るe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象や薬剤。使用殴の如何に．よつてはCSによっても

　醗って人工栄獲の乳児あるいは未熟児に与えるべき　　網当の冗進を来すものと思う。次に排泄盤をみると著

蛋自螢にっいては最近もなほ盛んに論麟が行われ⑰一　　　しく増加しており，異化作用の終末鹿物として大部分

⑳，あるものは成長を可及的に促すために比較的高蛋　　が尿中に排泄され蕊便中の排泄増加は僅かであつた。

白食餌をすすめるが，一方では反対にこれに基く過重　　　又蓄積燈は著しく減少し，平均値では使用前に比し有

の負担が殊に腎機能の面などから強調されている。　　　意の藻を示した。これらの結果蓄積率も滅少し使用前

ASが乳児の窒素蓄積を改善するとしても摂取螢白盤　　　後において有意の難がみられた。原疾患が何れも肝障

あるV．・は窒素箆との関係は如何であろうか。この点を　、轡として治擦中のものであり，この出納威績が全て本

実際に乳児について検討した文献は内外の何れにも見　　剤によるものとは断定し難いが上述の成緯は先に述べ

ら乳なかつた。そこで著者は蛋白摂取愚を1日2．5～　　　た健康乳児における成績と大いに趣を異にし，本剤が

3．Sg／kgの比較的低蛋白食餌と1日5・　1～6．　57／1egの　　　バランスな失い易い乳児窒素代謝に対して甚だ大きな

1比較的高簸白食餌とに分けて生下時体箪の少い2群の　　　影響を及ぼすことが如実に示された。

乳児に与えた後，それぞれにASを投与しその際の窒　　　CSの副作用を軽減するため，　ASを併用するのが

素出納を比較検討した⇔成緻は本文中に述べたように　　　よいか否かについては従来から論議が分れている。副

両群の何れにおいてもAS使用後の排澱螢殊に尿中排　　　腎皮質の饗縮についてみると，ある者は併用ぽ予防的

泄墨は減少し反対に蓄積墨：は増加した。この際それぞ　　　なあるいは抽抗的な効果がある⑪というが反対の意見

れについて蓄積昆をみると，比較的高蛋白食餌の場合　　　もみられ＠一⑳，入体における結論にさらに多数例に

は比較的低蛋白食餌の場合に比べ高値を示したのであ　　　ついて正確に検索した後でなければ求められないであ
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　　ろう⑯という。糠つて乳児に両者を併用して窒素出納　　　いもの（5・1｛・6・59／日）とに分けて比較すると本剤の

　　をみた成績は著しく少い’ようであり，手許の交献では　　　影響は前春において優れた。

　　健康乳児を対照とした蟹沢⑯のものをみるに止り乳児　　　3）副腎皮質zテロイド使用時における成績：8例

　　疾患の揚合についての報告はみられないようであっ　　　につき検索した結果，本剤使用後における摂取量は使・

　　た。署者が肝疾患の症例についてこれを検索した結果　　用前に比べて増加したが，蓄積鐙ド蓄積率は何れも減

　　は上述のようになった。即ちCS使用にょって既に増　　少した。

　　加していた摂取量はASの併用を行つてもさらに増加　　　・4）両種ステロイド併用時における成綴1予め副腎

　　することはなく，ほば不変であつたが尿中排泄墨は検　　皮質ステロイドを使用せる乳児3例につき蛋白同化ス

　　索対照の何れにおいても併用後減少した。その結果併　　　テロイドを併用して検索した結果，併用後における蓄

　　用後における蓄積凱蓄積率の何れも明らかに増加を　　　穣量，蓄積率｝よ併用商’twn比べて増加し，この際におけ

　　認めた。これらの結果を先に述べたASのみを使用し　　　る蚕白同化ステロイドの影響は殊に著明であつた。

　　CSは使用しなかつた乳児の成績と比べると尿中排泄　　　　5）上述せるうちステロイドホルモン使用時の蓄積

　　量，蓄償蹴，蓄積率の何れにおいても，AS使用による　　　鋭あるいは蕎積率の変動は何れの賜舎も空として餓中

　　窒素の蕗債の改善は予めCSの投与されていた乳児に　　　排泄盤の変鋤によつて左右された。

　　おいて著明であつた。両者のステロイド併用について

　　の薯者のこの成績は乳児ve　CSむ艮期閥使用する際　　　稿を終るに臨みP．rs始御懇篤なる御撫溝と御校閲を

は，少・と繊代謝か・論ず・限…も適蜘蹴1：雑朧騰簾資驚隷欝鎌
　　するのが塾ましいことを示唆するであろう。叉ASが　　両学士に感謝致します。本稿の要旨は第35側周本内分

　　乳児の窒素代謝に及ぼす効果は，その代謝動態が正常　　　泌学会総会（昭和37年4月）及び第67回日本小児科学

　　にあ瑚合に比べ何らかのwamuで異イヒの腿し燃態　徽（昭和39年明M鳳おいて糖した・

　　にある場含の方がより大きいことも示唆するであろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　う。　　ttt　・　　　　，　・　　　文献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①Jeans，　P．　C，　et　al，：Growth　and　RetentiOns

　　　　　　　　　VI　結　　　語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Calcium，．P正iosphorus　and　NitrQgen　of

　　　Micro－Kjeldahl法による尿中並びに糞便中窒素測　　　　　Infants　fed　Evaporated　Milk・Amer・工

　　定につき簡単な予備的検討を行つた後，本法を用いて　　　　　Dis・Child・，46；69・1933

　　健康乳児並びにステロイドホルモソを使用せる乳児倉　　②小野鼎三；健康乳幼児並に乳幼児栄養障碍症に於け

　　計29例を対照として窒素出納を検索した。健康乳児と　　　　　る豊索代謝・久留米医学会誌・15；471，昭27

　　しては生後1～5ケ月の人工栄養児を選び，ステPaイ　　③Stearns・G・：Nitrogen　Metabolism　in工nfancy・

　　ドホルモンとしては蛋白同化ステμイドと副腎皮質ス　　　　　Infant　Metabolism・，　X956・P124，　Macmil1鋤
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